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平
成
18
年
10
月
30
日
、「
あ
い
ち
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
21
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
追
加
・
見
直
し
の
内
容
は
次
の
５
つ

で
す
。

1　　　　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
社
会
的
性
別
）の
視

点
」の
わ
か
り
や
す
い
広
報
・
啓
発
を
推

進
す
る
。

2　
「
女
性
や
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
の
根

絶
」に
つ
い
て
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

3　

防
災
・
災
害
復
興
分
野
、地
域
づ
く
り

分
野
、環
境
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
。

4　

子
育
て
や
介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕

事
を
中
断
し
た
女
性
の「
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
」を
は
じ
め
と
す
る
女
性
の
能
力
発

揮
を
推
進
す
る
。

5　

男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
・
介
護
な

ど
を
両
立
で
き
る
よ
う
、働
き
方
の
見
直

し
を
含
め
た
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

　

田
原
市
で
は
、10
月
に
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、「
田
原
市
男
女

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」を
決
定
し
ま
し

た
。本
年
度
中
に
は
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  11月18日（土）に「第６回市政ぴーあーる講座」を
行い、設楽ダムについて学ぼうという市民30名が、
設楽町を訪問しました。

■設楽ダムの概要と必要性を知る
　一行が向かった先は「豊邦交流センター」。廃校と
なった豊邦小学校跡地を田原市が借り受けている
施設です。定刻どおりに到着すると、午前中は設楽
町ダム対策室・片桐室長による「設楽ダム講座」を受
講しました。建設が予定されている設楽ダムの規
模や構造をはじめ、ダムがもたらす恩恵などについ
て説明を受けた皆さん。下流域に住む私たちにとっ
て、設楽ダムがどれだけ重要なものかを学ぶことが
できました。

■設楽ダム建設予定地を実際に見学して
　昼食後、一行はダム建設に伴う水没予定地区のう
ち、八橋地区と川向地区を訪れました。数々の移転
対象家屋を目にするとともに、他地区も合わせると

全部で約１２０戸が水没してしまうことを知った皆
さん。田原市の産業を支える「水」は、上流域に住む人
たちの理解や協力によって供給されていることにあ
らためて気づき、下流域住民として、こうした現状を
理解しなければならないことを学びました。

■田原市と設楽町との交流
　姉妹都市・設楽町。グリーン
メッセージや五平餅などで、
もう皆さんもお馴染みですよ
ね。もちろん、今回の講座の昼
食も五平餅でした。豊邦の皆
さんにご協力いただき、深ま
る紅葉を眺めながら味わっ
た五平餅は、講座の息抜きにもなったようです。その
設楽町と田原市、実は“水”のつながりを背景に交流を
しているってご存じでしたか？今後も田原市では、設
楽町をはじめとした上流域との相互理解促進のため、
交流事業を企画していきます。ぜひご参加ください。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市の情報をお届けします。

▼企画課5２３局３５０７

知ってる!?　設楽ダム

▲講座の合間には“五平餅”で
ホッと一息。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」っ
て
何
？

　
「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」「
男
は
強

く
、女
は
優
し
い
」な
ど
と
い
っ
た
、

社
会
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た「
男

性
像
」や「
女
性
像
」が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、そ
れ
自
体
に
良

い
・
悪
い
の
価
値
を
含
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、性
差
別
、性
別
に
よ
る

固
定
的
役
割
分
担
、偏
見
等
に
つ
な
が

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
こ

と
に
気
づ
き
、改
善
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
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